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“地球上に無い水”で未来を変える 
 
 

代表取締役社長  林 和昭 

 

 

若葉の緑が目にしみる季節のなか、毎日の業務ご苦労様です。今年もすでに５月、

当社の期末まで残り３か月余りとなりました。今期４８期を振り返ってみますと、

得意先の経営統合、業態転換などの影響が当社を直撃し、また、既存契約の大幅な

見直しが六月から予定されています。このような状況は今までにない事であり、我々

管理スタッフも休日返上で対応しております。また、現場の皆様におい

ては、大きな事故もなく、安全管理については大変感謝しております。 

 

 

さて、今期４８期は、これから控えるこのような大きな苦難を乗り越え、そして、

新しい時代からの要求に応え、新しいイノベーションにチャレンジをしていくとき

であると考えております。４８期下期は以下の３つのことを実行していきます。 

 

 一つ目に【環境にやさしい衛生管理への取り組み】です。いま私たちは製法特許

を取得したアルカリイオン水を使用してお客様の現場に、環境配慮した清掃を導入

しております。その水は“地球上に無い水”とよばれ、日本中で清掃に使用してい

るのは当社だけです。このアルカリイオン水は今年、名古屋学芸大学と産学共同で

研究し、洗剤より洗浄効果があることが学術的に検証され、効果が評価されました。 

 

この結果をもとに、これから環境にやさしい、新しい衛生

管理型清掃を開発し、消臭効果のバイオケアシステム®と

の融合で新しい価値を確立して他との差異化を推進して

いきます。 

 

二つ目は【管理体制の見直し】です。今期下期２月より、

執行役員として渡邉統轄本部長を中心とした体制とし、指

示系統の一本化の為に統轄本部体制を導入しました。全国

の各営業拠点を統轄し、横断的に連携の強化を図っていき

ます。 

 

そして最後の三つ目は【いつも感謝の気持ちと謙虚さ

を忘れないこと】です。日々の仕事を行う、その当り前

で普通のこと、それを繰り返す日常の毎日。このような

ことこそが、お客様から“ありがとう”と言ってもらえ

る、また、仲間に”ありがとう” と言える、と考えます。

周りのすべての人に対して、感謝の気持ちで接し、謙虚さをもって行動すれば、必

ず周りが明るくなり、全員が笑顔になり、良い職場になります。 

 

最後になりましたが、４８期はようやく長年研究した「独自技術」の成果が出始

めてきており、明るい光が見えてきました。私たちは将来を見据えて、５年後、10

年後に社会に評価されることを目標に全員で「チカラ」をあわせていきます。 

これからも皆さん一人ひとりの、”汗”と” 涙”を忘れずに頑張りたいと思います

ので、よろしくお願い致します。 

 

追伸 これから天候不純な日が続きます。 体調管理を入念にしていただいて、

健康面にはくれぐれも留意してください。 
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「感染症及び食中毒予防のための環境清掃、洗浄、殺菌手法の提案と評価に関する研究」

で「AN２１システム」の「大腸菌減少効果」が検証されました！！ 

 

名古屋学芸大学 管理栄養学部 4年生で学術共同研究に参画された、

大脇真子さん、山口真季さんの共同卒業論文で「アルイオン２１（ア

ルカリイオン水）」と「アルフレッシュ（酸性電解水）」を使用する「AN

２１システム」を取り上げられ、「大腸菌減少」効果を検証されました。

なお、第 33回日本環境感染学会・学術集会（期間 2月 23日～24日、

於グランドプリンス新高輪 国際パミール１F）で、発表されました。

当社社員で環境衛生学研究室・客員研究員である、植田悠一課長も 

指導された主任研究員の岸本満先生とともに参加しました。 

 

 

「AN21 システム」とは！！ 

 

「脱悪臭」「脱洗剤」「脱汚水」を目的として、当社が開発した化学洗剤を使用しない

地球環境と清掃者の作業環境に配慮した「環境配慮型清掃システム」です。使用する清掃

水は自然由来のアルカリイオン水および弱酸性水であるため、安全・安心にお使いいただ

けます。ショッピングモール、コンビニエンスストアなどで広く導入されています。 

※詳しくは当社ホームページをご覧ください！ ⇒ http://asahi-mtn.co.jp 

 

 

 

共同卒業論文の背景・目的 

 

食中毒を含む感染症にはトイレ環境が感染源となる事例があり、感染リスクを下げる

ためにはトイレ利用者のマナーや手洗いの励行と、トイレ環境を清潔に維持することが

重要となる。公共施設及び商業施設のトイレにおいては管理者、利用者ともにその衛生

状態に対する関心が高く、特に病院、高齢者施設、保育園、幼稚園、小学校等の免疫弱

者が生活する施設では高い衛生状態を保つことが求められる。 

本研究は、朝日メインテナンス工業㈱が商業施設や公共

施設などに実施している清掃法、「AN21システム」の除菌

及び洗浄効果を、細菌検査、ATP ふき取り検査及び蛍光

物質を指標とした汚れ残留検査で検証し、評価したもの

を報告する。（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社と名古屋学芸大学との学術共同研究 

毎年、初夏から残暑の時季まで、全国的に

熱中症にかかる人が後を絶ちません。 

早めの予防対策で、熱中症による死亡災害

ゼロを目指しましょう。 

尿がしばらく 

出ていない場合 体温が 38度以上 

ありそうな場合 
言動が 

おかしい場合 

（意識障害がある） 

工具を落とす、 

転倒するなどの 

症状がある場合 
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